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■事業の目的・目標

地熱発電所の環境影響評価では、硫化水素の大気拡散予測等に必
要となる地上気象・高層気象の現地調査を、経済産業省の「発電
所に係る環境影響評価の手引」に基づき実施する。しかしながら、
これらの調査には多大な費用と期間を要しており、地熱発電の開
発促進を図る上で、一つのハードルとなっている。本事業では、
この気象調査を、気象モデルを含む数値シミュレーション手法で
代替することを主な目的とする。本技術が確立されることにより、
調査費用の大幅な削減（1/2～1/3）と調査期間の短縮を目指す。

気象調査代替手法のイメージ
■2025年度の主な成果

気象調査代替手法 = 
気象モデル + 機械学習モデル

■課題と今後の取組
環境影響評価において機械学習を活用した例は少ないことから、学術論文による公知化等により手法の説明性を高める。また、実施手順
をガイドラインにとりまとめ、実用化につなげる。

■実用化・事業化の見通し
当面は、1ヶ月間の現地気象調査を実施することで、機械学習モデルの構築に必要となるデータを取得するとともに、気象調査代替手法
の検証用データとしても使用し、手法の説明性・実用性を高める。気象調査代替手法は関連会社を含めて実施体制が整ってきており、地
熱発電事業者にとってもコストの大幅な削減につながることから、事業性は高いといえる。

調査結果の整理

硫化水素拡散予測
（年間平均風速、年間最大風速、夏季最大気温、冬
季最低気温、最多風向、風向出現頻度）

白煙予測（景観）
（対象期間の平均風速、気温、相対湿度）

着氷予測（樹木影響）
（冬季の風速・風向・気温・相対湿度・大気安定度
の時系列データ）

気象モデルの実行（1年間）
風速、風向、気温、相対湿度、日射量、放射収
支量、高層の風速・風向・気温

CFDモデル※によるダウ
ンスケーリング
風向・風速の高精度化環境影響評価書の作成

機械学習による地上風速・
風向の補正
風向・風速・相対湿度の高精度化

or

代替
気象調査代替手法現地調査

地上気象調査（1年間）
風速、風向、気温、相対湿度、日射量、
放射収支量

高層気象調査（1週間×4季節）
風速、風向、気温 ※数値流体力学モデル

拡散予測で特に重要となる風速・風向・相対湿度に対して、機
械学習による補正方法を確立

風速 風向出現頻度

ー 観測
ー 気象モデル
ー 機械学習

A地点 B地点

C地点 D地点

※気象モデルは
改良前の結果

１か月間の観測データ（正解データ） 気象モデルの風速分布（入力データ）

相対湿度

機械学習モデルの適用により再現精度は基本的
に向上。ただし、学習月*1に依存する場合あり

*1 正解データに用いる観測データの取得月

● ●

●観測位置

バイアス

青字は月平均風速が年平
均風速よりも小さい月。気
象庁のデータなどから事前
に確認可

風速の低い月は風速
を過小評価する傾向
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良好↑

風向は学習月への依存性
が小さく、いずれの月で
あっても再現精度が良好

※ある学習月のデータにより構築
した機械学習モデルにより、１年分
の予測を行った場合の精度

ー 観測

B地点
D地点

機械学習モデルによる再現精度の向上

風向・風速モデルのイメージ

学習月別の風速再現精度 学習月別の風向再現精度

学習月

*2 2つの確率密度関数の
重なり度合いを示す指数
で、0から1の値をとる。

風速の再現精度は学習月に依存するが、観測に適した月は
事前に確認可能

拡散予測への適用性確認機械学習モデルの最適化と学習月依存性の確認

現地調査および気象調査代替手法に基づく硫化水素拡散予測を
実施。硫化水素拡散予測に対する気象調査代替手法の適用性は
高いことを確認

地表煙軸濃度分布

地表濃度分布

A地点

D地点

ー 観測風速（3.8m/s）
ー 気象モデル風速(4.0m/s)

ー 観測風速（6.9m/s）
ー 気象モデル風速(8.5m/s)

両入力条件による最大着地濃度
の差は最大で25%程度と限定的

相
対
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度

相
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D地点

気象モデル風速観測風速

地表濃度分布も類似

気象調査代替手法の実施手順と工程イメージ

１か月間の現地調査を含めても、調査にかかる期間
は半減、費用は1/2～1/3に低減できる見込み。

気象調査代替手法の実施手順は、ガイドラインとし
てとりまとめる。

実施手順

既存データ（客観解析値等）から
現地観測時期（学習月）を決定

気象モデル
による計算

１か月間の
現地観測

機械学習モデルの
構築と適用

出力結果の整理

予測対象期間と
の重複が必要早期着手可

気象調査代替手法
の予測対象期間

工程イメージ
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